
文
月
に

思
う

稲
の
穂
が
実
る
頃
と
い
う
意

味
の
「
穂
含
月(

ほ
ふ
み
づ
き)

」

が
転
じ
て
「
文
月
」
に
な
っ
た

と
の
説
も
あ
る
旧
暦
の
７
月
、

今
の
暦
で
言
え
ば
お
よ
そ
８
月

で
す
が
、
今
年
も
も
う
半
分
以

上
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
今
更

の
よ
う
に
月
日
の
経
過
の
速
さ

が
身
に
沁
み
ま
す
。

４
月
の
大
事
は
私
に
と
っ
て

極
め
て
困
難
な
戦
い
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
余
計
に

「
頑
張
っ
て
い
か
ね
ば
！
」
と

心
に
誓
い
ま
し
た
。

さ
て
、
５
月
２
３
日
の
臨
時

県
議
会
で
、
第
１
２
７
代
議
長

に
立
石
泰
広
議
員(

川
口
市)

が
、

副
議
長
に
岡
田
静
佳
議
員(

所
沢

市)

が
選
任
さ
れ
令
和
５
年
度
の

埼
玉
県
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
経
験
豊
富
な

立
石
議
長
、
埼
玉
県
政
史
上
初

の
女
性
副
議
長
で
あ
る
岡
田
副

議
長
の
下
、
今
月
７
日
に
６
月

定
例
議
会
も
無
事
に
閉
会
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
と
い
え
ば
、
何
と
か
議

長
職
も
全
う
で
き
、
暫
く
は
じ
っ

く
り
と
地
元
活
動
を
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
新
た
に
自
民

党
県
議
団
長
に
就
任
さ
れ
た
田

村
琢
実
議
員
の
下
、

県
議
団
幹
事
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
ま
た

ま
た
慌
た
だ
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
県
議
会

で
は
、
裏
面
に
も
あ

る
通
り
、
団
幹
事
長

と
し
て
４
年
ぶ
り
の

一
般
質
問
も
担
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
先
の
議
会
も
県

議
団
の
皆
さ
ん
と
共

に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

約
１
８
３
億
８
千
万
円
を
議
決

選
挙
後
初
と
な
る
県
議
会
は

５
月
２
３
・
２
４
日
に
「
５
月

臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
第
１

号
補
正
予
算
１
８
３
億
８
３
８

７
万
９
千
円
の
計
上
等
を
議
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
１
９

日
か
ら
は
「
６
月
定
例
会
」
が

開
催
さ
れ
、
「
埼
玉
県
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
を
議
決
し
７
月
７
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

５
月
臨
時
会
で
議
決
し
た
第

１
号
補
正
予
算
は
、
国
の
「
物

価
高
克
服
に
向
け
た
追
加
策
」

に
対
応
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
県
民
及
び
事
業
者
へ
の
支

援
策
で
す
。
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

生
活
者
に
対
す
る
緊
急
支
援

（４
６
億
７
８
７
７
万
８
千
円
）

【主
な
支
援
】

◎
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
す
る
一
般

消
費
者
等
に
対
す
る
支
援

（４
０
億
７
０
２
９
万
円
）

◎
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
拡
大

へ
の
支
援
強
化

（２
億
３
２
０
９
万
２
千
円
）

◎
学
校
給
食
等
の
物
価
高
騰
に

直
面
す
る
保
護
者
等
に
対
す

る
支
援

（９
０
０
３
万
１
千
円
）

②
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

事
業
者
に
対
す
る
緊
急
支
援

（１
１
５
億
４
１
９
１
万
１
千
円
）

【主
な
支
援
】

◎
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
等
に

対
す
る
支
援

（７
０
億
１
１
０
２
万
７
千
円
）

◎
特
別
高
圧
電
力
を
使
用
す
る

中
小
企
業
等
に
対
す
る
支
援

（３
８
億
４
１
１
０
万
円
）

◎
畜
産
農
家
・
酪
農
家
に
対
す

る
支
援

（３
億
６
８
２
２
万
円
）

◎
地
域
公
共
交
通
事
業
者
に
対

す
る
支
援（３

億
２
１
５
６
万
４
千
円
）

③
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
に

く
い
経
営
体
質
へ
の
転
換
を
促

す
支
援

（２
１
億
６
３
１
９
万
円
）

【
主
な
支
援
】

◎
中
小
企
業
等
の
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
設
備
投
資
へ
の
支
援

（１
４
億
７
４
６
３
万
７
千
円
）

◎
中
小
企
業
等
に
お
け
る

原
材
料
の
転
換
等
の
支
援

（５
億
１
４
２
３
万
８
千
円
）

◎
地
域
内
資
源
を
活
用
し
た

堆
肥
の
活
用
促
進

（１
億
４
５
２
５
万
円
）

◎
企
業
の
価
格
転
嫁
に
向
け
た

支
援

（２
９
０
６
万
５
千
円
）

農
業
者
等
の
免
税
軽
油

の
利
用
環
境
改
善
へ
！

６
月
定
例
会
で
議
決
し
た

「
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
は
、
主
に
自
動
車
税

（
環
境
性
能
割
）
と
軽
油
引
取
税

の
改
正
で
す
。

自
動
車
税
の
改
正
は
、
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
環
境
性

能
が
高
い
自
動
車
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
税
率
を
決
め
る
燃
費

基
準
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
た

め
の
も
の
で
す
。
軽
油
引
取
税
の

改
正
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
を
受

け
農
業
者
等
の
税
負
担
を
軽
減
す

る
と
と
も
に
、
県
へ
の
報
告
制
度

を
年
１
回
に
簡
素
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
免
税
軽
油
が
利
用
し
や

す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
下
表
を
参
照
）

令和５年（２０２３年） チャレンジ通信 ７６号

「発行者」埼玉県議会議員 中屋敷慎一 〒365-0039 鴻巣市東3-11-18-103 TEL 048-541-8110 FAX 048-541-0256 【討議資料】

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

幹
事
長

「日本一暮らしやすい埼玉を実現する」

大野もとひろ知事を支持します。

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

6月23日 一般質問登壇

な
か
や
し
き
慎
一

報

告

高
騰
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
一

般
消
費
者
等
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
販
売
事
業
者
を
通
じ
、

緊
急
的
措
置
と
し
て

価
格
高
騰
の
影
響

分
の
一
部
を
補
助

光
熱
費
等
の
価
格
高
騰
の
影

響
を
緩
和
し
、
福
祉
施
設
等
の

運
営
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、

緊
急
的
措
置
と
し
て

施
設
等
設
置
者
に
対

し
て
補
助

中
小
企
業
等

の
体
質
改
善
と

C
O
₂

排
出
削
減

の
た
め
、
緊
急

対
策
枠
と
し
て
、

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ

設
備
の
導
入
費

用
を
補
助

概 要

＜自動車税（環境性能割）＞

地方税法の一部改正に伴い、環境性能が高い自動車の普及促進を図るた

め、税率の基となる燃費基準の達成度合いを段階的に引き上げる。

＜軽油引取税＞
トラクターや掘削機など公道を走らない車両の軽油は、免税を受けることが

可能。この免税軽油の使用者のうち農業者等について、軽油購入数量等の報

告頻度を緩和する。

◎緩和の内容（購入数量が年間３キロリットル以下の場合）

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

条
例
の
概
要

区 分 報告頻度

免税1年目 毎 月

2年目以降 1年に一度

報告頻度

1年に一度

現

行

改
正
後

目 的
原油価格の高騰を受け、農業者等の税負担を軽減する

とともに、免税軽油を利用しやすい環境を整備する。

現状・課題
・軽油価格 令和5年5月 １４１．２円/ℓ（令和3年5月比＋16.4円/ℓ）

・免税となった１年目は購入数量等が少量でも毎月報告が必要

▶繁閑期がある農業者等にとって事務負担が重い

県内の免税軽油使用者 農業従事者の約２％

改正による効果

＜利用者にとって＞

・免税による税負担の軽減 １ℓにつき ３２．１円の軽減

・免税手続に必要な事務負担の軽減 毎月から年１回の報告に軽減

軽
油
引
取
税
の
改
正
に
つ
い
て



Ｑ
本
県
で
は
、
医
師
数
を
増
や

す
た
め
様
々
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
統
計
に
よ
る
と
、

人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
医
師

数
は
、
い
ま
だ
全
国

下
位
で

す
。
そ
し
て
、
県
政
世
論
調
査

で
は
、
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
整
備
」
に
対
す
る
県
民
要
望

が
、
上
位
３
位
以
内
か
ら
外
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

県
民
の
声
に
応
え
る
た
め
に
は
、

大
学
病
院
の
誘
致
こ
そ
が
何
よ

り
も
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
わ
が
党
は
、
県
議
団
を
先

頭
に
様
々
な
障
壁
を
乗
り
越
え
、

浦
和
美
園
へ
の
順
天
堂
大
学
附

属
病
院
の
誘
致
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
２
０
２
７
年
１
１
月
開

院
を
目
指
し
て
動
い
て
い
る
今
、

目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
医
師
派

遣
も
同
大
学
か
ら
実
施
さ
れ
る

に
至
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
ま

す
。
さ
て
、
こ
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
中
で
、
病
院
誘
致
に
係

る
部
分
は
、
「
新
規
病
院
誘
致
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の

み
で
す
が
、
こ
の
新

規
病
院
と
は
い
っ
た

い
何
を
指
し
示
す
の

で
し
ょ
う
か
？

Ａ

知
事
答
弁

こ
こ
で
言
う
新
規
病
院
と
は
、

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
順
天

堂
大
学
附
属
病
院
と
公
募
に
よ

り
整
備
さ
れ
る
新
規
病
院
を
指

す
も
の
で
、
そ
れ
等
に
よ
り
医

師
不
足
解
消
を
進
め
る
と
い
う

意
を
表
す
も
の
で
、
順
天
堂
大

学
附
属
病
院
も
令
和
九
年
十
一

月
開
院
に
向
け
、
関
係
者
間
の

調
整
や
工
期
に
遅
滞
が
生
じ
な

い
よ
う
大
学
に
要
請
し
ま
す
。

Ｑ
平
成
１
４
年
１
２
月
定
例
会

の
「
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
条

例
」
か
ら
始
ま
り
、
本
年
２
月

定
例
会
に
お
け
る
「
埼
玉
県
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
ま
で
、
４

１
件
の
条
例
を
制
定
・
改
正
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宮
城

県
の
３
０
件
、
三
重
県
の
２
９

件
を
大
き
く
引
き
離
し
て
全
国

１
位
で
す
。
そ
う
し
た
条
例
の

中
で
も
、
全
国
的
に
誇
れ
る
条

例
が
あ
り
ま
す
。
「
ケ
ア
ラ
ー

支
援
条
例
」
は
、
全
国
初
の
ケ

ア
ラ
ー
に
着
目
し
た
条
例
で
す
。

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
ケ

ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
を
初
め
て

定
義
し
、
全
国
に
知
ら
し
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
も
そ
の
制

定
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
「
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
は
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
歩
か
ず

立
ち
止
ま
る
こ
と
を
規
定
し
た

全
国
初
の
条
例
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
県
議
会
で

先
進
的
な
議
員
提
案
政
策
条
例

を
制
定
し
て
も
、
周
辺
の
都
県

に
広
が
り
を
も
て
な
け
れ
ば
、

効
果
と
し
て
は
不
十
分
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

条
例
に
よ
る
実
際
の
取
組
の

中
心
的
役
割
を
果
た
す
の
は
県

執
行
部
で
す
。
そ
こ
で
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。
本
県
議
会
制
定

の
議
員
提
案
政
策
条
例
に
よ
る

取
組
の
中
で
、
首
都
圏
を
は
じ

め
横
展
開
が
必
要
と
思
わ
れ
る

取
組
に
つ
い
て
は
、
九
都
県
市

首
脳
会
議
な
ど
の
場
面
で
、
知

事
に
よ
り
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
だ
き
、
拡
が
り
の
核

と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
？

Ａ

知
事
答
弁

自
治
立
法
で
あ
る
条
例
は
提

案
者
が
知
事
、
議
員
で
あ
る
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
の
着
実

な
実
施
に
向
け
、
真
摯
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
議
員
か

ら
提
案
さ
れ
る
政
策
条
例
は
、

生
活
者
と
し
て
の
視
点
に
よ
る

政
策
課
題
の
発
見
と
そ
の
解
決

に
資
す
る
も
の
と
と
ら
え
て
い

る
。
九
都
県
市
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
首
脳
会
議
等
で

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
く
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
人
間
の
仕
事
を

も
代
替
し
う
る
可
能
性
を
持
つ
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ

Ｉ
の
行
政
活
用
に
つ
い
て
、
県

と
し
て
、
今
後
ど
の
分
野
で
活

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
ど
こ

か
ら
着
手
し
、
ど
の
よ
う
に
拡

大
し
て
い
く
の
か
？
ま
た
、
利

活
用
す
る
職
員
の
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
を
含
め
、
リ
ス
ク
を
ど
う

想
定
し
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か

う
か
が
う
。

Ａ

知
事
答
弁

生
成
Ａ
Ｉ
の
出

現
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
発
明
に
相
当

す
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
私

た
ち
の
働
き
方
を
大
き
く
変
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
先
ず
文
案

作
成
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
な
ど

比
較
的
簡
単
な
業
務
か
ら
導
入

し
、
職
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、

現
在
、
情
報
漏
洩
や
著
作
権
侵

害
等
の
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
準
備
を
進

め
て
い
る
。
環
境
が
整
い
次
第
、

県
庁
内
完
結
型
で
開
始
し
た
い
。

Ｑ
令
和
５
年
３
月
に
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
が
改
定
さ
れ
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
知
事
も

公
約
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
事
か

ら
、
県
と
し
て
生
物
多
様
性
保

全
戦
略
を
早
急
に
改
定
し
、
そ

の
決
意
と
具
体
策
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
か
？

Ａ

知
事
答
弁

県
で
は
、
令
和
６
年
度
を
始

期
と
す
る
「
埼
玉
県
生
物
多
様

性
保
全
戦
略
」
の
策
定
に
向
け

て
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
次
の

任
期
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
。
具
体
的

に
は
、
陸
と
海
の
そ
れ
ぞ
れ
３

０
％
以
上
を
多
様
な
動
植
物
が

生
息
で
き
る
区
域
と
し
て
保
全

す
る
「
３
０
ｂ
ｙ
３
０
」
推
進

に
向
け
て
、
官
民

連
携
の
取
り
組
み

を
県
の
戦
略
と
し

て
示
す
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

令和５年（２０２３年） チャレンジ通信 ７６号

関東大震災から100年を契機に、県議会

議員が中心となって県内一斉防災訓練を
働きかけることで、県民をはじめ、県内

在勤・在学の方の「自助」「共助」の意

識向上を図るため実施します。

ＱＲコードを読み込み

参加登録ページから

お申込みください。

なかやしき慎一

ＬＩＮＥ公式アカウント

はじめました。

←最新情報はこちらから

知
事
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「こ
れ
か
ら
の
４

年
に
む
け
て
」

順
天
堂
大
学

附
属
病
院
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
提
案
政
策
条
例
に
つ
い
て

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成

Ａ
Ｉ
の
行
政
活
用
に
つ
い
て

生
物
多
様
性
の
保
全
・
回
復
に

つ
い
て

令和５年度

所属委員会等ご報告

・議会運営委員会委員

常任委員会 ・総務県民生活委員会委員

特別委員会
・人材育成・文化・スポーツ

振興特別委員会委員

執行機関

付属機関

・国土利用計画審議会委員
・私立学校助成審議会委員

自由民主党

・埼玉県議会自由民主党議員団
幹事長

・自由民主党埼玉県支部連合会
幹事長代理

・自由民主党鴻巣支部 支部長


